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発表演題名 福井県における PM2.5の発生源寄与解析 

学会名 第６０回大気環境学会年会 

発表者名 岡 恭子 （環境部） 

開催場所 東京農工大学 府中キャンパス  

開催日時 令和元年９月１８日（水）～２０日（金） 

発表内容 福井県の PM2.5の主な発生源や発生地の解析のために、PMFモデル解析

とWRF/CMAQモデル解析を行った。 

PMF 解析では、福井県内の立地の異なる 3 地点（沿岸部、市街地、山

間部）について、発生源の違いや季節による違いについて考察した。その

結果、硫酸系二次粒子が年間平均で最も寄与割合が高い発生源であり、近

隣に大規模発生源のない沿岸部や山間部でも寄与割合が高いことから、広

域的な影響が示唆された。土壌についても、寄与割合は低いが、３地点と

も春に高くなる季節特性が見られ、地点間差がないことから、広域的な影

響であると考えた。 

WRF/CMAQ解析では、PM2.5 成分調査で高濃度の PM2.5が観測された

2015 年夏季（7/22～8/4）を対象に計算を行い、東アジアや西日本、県内

等からの大気汚染の寄与割合を求め、越境汚染と地域汚染の影響を考察し

た。PM2.5 の濃度が上昇したこの期間後半(7/29～8/4)は、東アジアからの

寄与割合が高く、この期間後半の PM2.5の濃度上昇は東アジアからの影響

といえる。ただし、8/2 あたりから西日本の影響も大きくなっており、こ

れは、西日本で滞留して高濃度化した大気が流入してきたためと考えられ

た。 
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